
 

 

               

    トミヤマユキコ講師                         

講 座 の 名 称 大人女子マンガから考える自分の生き方(長野市・中川村共催) 

講 座 の 目 的 

恋愛描写が中心であった女性向けマンガの世界も時代によって変化しており、固定的性別役割

分担意識やジェンダー、ルッキズム(外見による差別)などが扱われるものも多くなっている。 社会

の荒波にもまれながらも懸命に「自分の生き方」と向き合って自己実現していく登場人物を通して、

男女共同参画を身近に考え、自らのエンパワーメントにつなげるための講座を開催する。 

募 集 対 象 長野県在住・在勤、在学の方(男女問わず) 

定 員 人 数 

・オンライン       30名 

・長野市会場、中川村会場 各 30名  
申込 

人数 

・オンライン ９接続 

・長野市会場 ４名 

・中川村会場 11名 

当日 

参加 

人数 

・オンライン ６接続 

・長野会場 ５名 

・中川村会場１２名 

申 込 方 法 〔オンライン〕メール、〔長野市〕電子申請、電話、FAX〔中川村〕電話、FAX、メール 

託 児 〔長野市・中川村〕ともに ０名 

回 数 １回 

開 催 場 所 
・オンライン(Zoom) 

・長野市勤労者女性会館しなのき ・中川文化センター          

開 催 内 容 

日時 内容 講師 

10月23日 （土)  

13:30～15:00 

講義    

大人女子マンガから考える自分の生き方 

トミヤマユキコ さん 

ライター・東北芸術工科大学講師 

・仕事、恋愛、人生が有機的に結びついている大人女子マンガでは恋愛のウエイトが低

いものが増えてきた。すぐれた女子マンガは労働観、人生観や結婚観などが盛り込まれ

ており人生の参考書にたりえる。 

・シンデレラストーリーは一種の伝統芸能へ。現実的なストーリー性のある作品の増加。 

・女性の社会進出や男女雇用機会均等法、就職氷河期を経た、女子マンガの移り変わり。 

・女子マンガを通じてルッキズム(美醜など外見に基づく差別)を考える。 

参 加 者 の 声 

 

・漫画は恋愛漫画ばかり読み、社会的な見方をしていませんでした。誰もがマイノリ  

ティな一面やコンプレックスを抱えながらも、タフに生きる登場人物の内面に触れてみ

たいなぁと思いました。元気になれた研修でした。 

・これまでストーリー性やキャラクターに惹かれてマンガを読んでいましたが、社会的

時代背景から読み解く視点が加わり、今後ますます面白く読めそうです。 

・マンガが先なのか、時代を受けてなのか。男も女も互いを認め合うことの大切さに重

きがある社会の流れができていると感じています。 

令和３年度 講座実施報告書 

  概要 


